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タン・スリ・アブドゥル・ワヒド・オマル氏は、マレーシア・ブルハドおよびマ
レーシア・ケバンサーン大学の会長です。彼は現在、英国のオックスフォード・
イスラム研究センターの客員研究員を務めています。

タン・スリ・アブドゥル・ワヒド氏は、実践教授として、貴重な知識と経験を
様々なチャネルを通じて学生や他の教員と共有していただきます。ワヒド氏は、
「人材と組織のマネジメント」「起業家精神とイノベーション」「サステナビリ
ティ・マネジメントと投資」といった複数のコースで共同講師を務めます。また、

INCEIFのいくつかの学術委員会において、専門知識と助言を提供します。INCEIF

は、カリキュラムとシラバスの開発において、ワヒド氏の貢献を期待しています。

タン・スリ・アブドゥル・ワヒド氏は、インフラ、通信、金融サービス、投資管

理の開発において4つの主要組織を率いてきた、マレーシアで最も多才な企業リー
ダーの一人として認められています。

彼は、2013年6月から2016年6月まで首相府経済計画担当の上院議員および大臣

としての任期を終えた後、2016年8月から2018年6月までマレーシア最大のファ
ンド運用会社であるペルモダラン・ナショナル・ベルハド（PNB）のグループ会

長を務めました。

タン・スリ・アブドゥル・ワヒド氏は、閣僚就任以前、2008年5月からマレーシ
ア最大の上場企業であり、東南アジア有数の銀行グループであるメイバンクの社

長兼CEOを務めていました。同氏は、メイバンクを地域密着型の銀行グループ
へと、そしてイスラム金融の世界的リーダーへと変貌させた功績を高く評価され
ています。ワヒド氏の在任中に採用された「イスラム第一主義」戦略により、メ
イバンク・イスラミックはマレーシア最大のイスラム銀行としての地位をさらに
強化し、後に世界第5位のイスラム銀行へと躍進しました。また、マレーシア銀

行協会の会長も務めました。

メイバンク入社以前、タン・スリ・アブドゥル・ワヒド氏は、2004年7月か
ら2008年4月にアシアタ・グループと分社化するまで、テレコム・マレーシア・
バーハド（TM）のグループ最高経営責任者（CEO）を務めていました。ワヒド氏は、
モバイル通信に特に重点を置いた競争力のある地域通信会社へとTMを変革した
功績を高く評価されました。ワヒド氏のCEO在任中、TMはモバイル通信事業を
インドネシアとシンガポールに拡大し、カンボジア、スリランカ、バングラデシュ
におけるプレゼンスを強化しました。

彼はかつてUEM Group Berhadのマネージングディレクター兼最高経営責任者で
もあり、37歳で初めてCEOに就任しました。彼は2001年に政府系ファンド
のKhazanah  Nasionalによる買収後、マレーシア最大のインフラ開発コングロマ
リット（PLUS Expresswaysを所有）であるUEMグループの立て直しを成功に導き
ました。

Tan Sri Abdul Wahid 氏は、英国公認会計士協会  (ACCA、英国)、イングランドお
よびウェールズ公認会計士協会  (ICAEW)、およびマレーシア会計士協会  (MIA) の
会員です。



彼はキャリアを通じて数々の賞を受賞しています。ビジネス・タイムズ/アメリ
カン・エキスプレスによる2006年マレーシアCEOオブ・ザ・イヤー賞、アジア
ン・バンカー誌による2013年マレーシア・リーダーシップ功績賞、そして2013
年エッジ・バリュー・クリエイター賞などです。また、2014年にはマレーシア・
マルチメディア大学（MMU）から名誉経済学博士号を、2018年にはマレーシア・
イスラム科学大学（USIM）から名誉経済学およびムアマラート行政学博士号を授

与されました。
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